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研究題目 買物行動が沿道の歩行環境にもたらす影響及び改善策の有用性に関する研究 

 

1. 研究の背景と目的 

 商業地区において、歩行者が滞留することは、

賑わいという面で重要である。一方で、その滞

留は周辺の歩行環境へ影響をもたらしている

と考える。そこで、本研究では大久保通りの商

業地区を対象として、歩行者の行動特性を把握

し、MAS を用いて歩行空間を再現する。そし

て、滞留や停留に着目した買物行動の歩行環境

への影響を明らかにする。また、歩行環境の改

善策に対する有用性を確かめ、大久保通りでの

道路整備に関する計画及び設計の一助となる

ことを目指す。 

2. 調査の実施状況 

新大久保における歩行者の回遊行動の実態を

把握することを目的とし、アンケート調査を行った。

また、店前買物の特性及び周辺の歩行環境の分

析をすることを目的とし、ビデオ調査を行った。 

 これらの調査を基にモデルを構築し、シミュ

レーションを行う。 

3. 歩行者のアルゴリズム 

 歩行者のアルゴリズムを以下の図 3.1 に示す。

今回は、30 分（3600 ステップ）経過した後の

1時間（7200ステップ）シミュレーションした。 
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「衣」・「飲食」・「生活」・「その他」の目的確率を発生源ごとに入力
アンケート 調査より 、 目的の比率を算出する。

目的ごとの行先決定確率を入力
店舗選択要因より １ つ選択し、 その要因の店舗リ スト よ り 行先を決定する。

最短経路を通るように簡略化
大通り （ 大久保通り 、 職安通り 、 イケメ ン通り ） 以外の道にいる場合は、 近く の大通り に出る、
その後、 最短経路を選択する。
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店前買物及び入店に関する行動を入力
アンケート 及びビデオ調査より 、 店前買物の特性を把握し、 大久保通り 南側の歩道のみ入力する
他の歩道に関しては、 簡略化をする。

立ち寄り回数による帰宅確率を入力
アンケート 調査より 、 立ち寄り 回数と 帰宅確率が以下の式で表せる。
y= 0 .3697Ln(x) + 0 .0787  
R2=0 .9905

例）

アンケート調査及びビデオ調査より来街者数を入力
ビデオ調査の集計より 、 1丁目7の来街者は1406人/hであるので、
アンケート 調査より 、 発生源の比率を算出し、 配分する。

発生地
回答者数
(n=60)

来街者数(人/h)

1丁目7 32 1406(実測値)

1丁目12 3 131.8
1丁目15 2 87.9
2丁目3 18 790.9
2丁目3上 2 87.9
2丁目31 3 131.8

衣 飲食 生活 その他 通過

1丁目7 6.3 43.8 37.5 6.3 6.3

1丁目12 0.0 33.3 0.0 66.7 0.0
1丁目15 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0
2丁目3 0.0 35.3 47.1 17.6 0.0
2丁目3上 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0
2丁目31 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

 
図 3.1 歩行者のアルゴリズム 

4. シミュレーションの検証 

 シミュレーションの検証は、ビデオ調査との

店前買物の発生箇所を設置物によって 3つに分

類された店舗に対して比較することで行う。注

視、停留及び滞留のパラメータの組み合わせに

よるシミュレーション結果のうち、ビデオ調査

による実測値と最も相関性が高かったのは、商

品の陳列台（0.4,0.5,1.0）、メニュー表示(上)

（0.9,1.0,0.5）、メニュー表示（0.2,0.1,,1.0）の

パラメータの組み合わせ時であった。これらの

値を用いてシミュレーションを行う。 

5. 改善策の効果検証 

 ①陳列された商品及びメニュー表示のせり

出しの規制、②歩道拡幅の 2つの改善策に対し

て、回避と立ち止まりの回数を評価項目として

効果検証を行った。図 5.1 のように大久保通り

南側の歩道を 5つに区切り、それぞれの区間に

おける効果を検証した。検証結果を表 5.1 に示

す。多くの区間で改善策が有用であることが確

かめられた。また、いくつかの区間では、商品

及びメニュー表示を規制することで歩道の拡

幅より、大きな効果が得られことが分かった。 
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図 5.1 歩道の区分 

表 5.1 効果検証結果 
現状
回数 回数 減少率 回数 減少率

斜め回避 7207 3797.8 47.3 6423.6 10.9
横回避 1590.2 330.6 79.2 764.4 51.9
立ち止まり 524.8 166.2 68.3 383.6 26.9
斜め回避 4952.6 4909.6 0.9 4285.8 13.5
横回避 149.2 185.4 -24.3 124.8 16.4
立ち止まり 10.8 14.4 -33.3 8.8 18.5
斜め回避 5491.8 4840.4 11.9 4184.8 23.8
横回避 176.6 164.4 6.9 104.6 40.8
立ち止まり 10.6 11.4 -7.5 4.6 56.6
斜め回避 10082.2 8788 12.8 9842.2 2.4
横回避 523.6 428.6 18.1 526.2 -0.5
立ち止まり 62 51.8 16.5 64.2 -3.5
斜め回避 39109.2 32732 16.3 32960 15.7
横回避 5224.4 4241 18.8 3795.6 27.3
立ち止まり 1480.6 1106.4 25.3 1038 29.9
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6. 総括 

 アンケート調査及びビデオ調査により、個々

の歩行者エージェントに性格付けすることで、

店前買物に着目したシミュレーションの開発

を行った。また、改善策を講じたシミュレーシ

ョンを行うことで、有用性を確かめることがで

き、それに伴い、店前買物が周辺の歩行環境に

悪影響を及ぼしていることの裏付けともなっ

た。 

 


